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福島第一原子力発電所の事故により発生した様々な放射性廃棄物の固化技術の開発は喫緊の課題である。本

研究ではヨウ素などを含有する多様なセラミック廃棄物を一次固化体とし、それを SUSなどのマトリックス

材料に内包したハイブリッド固化体を放電プラズマ焼結（SPS）および熱間等方圧加圧法（HIP）を用いて作

製した。これにより核種閉じ込めの多重化に加え、廃棄体の迅速・低温焼結および安定固化が可能である。

本発表では異なるプロセスで合成したハイブリッド固化体について評価し、放射性核種の閉じ込め性能につ

いて検討した。 
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1. 本文 

福島第一原子力発電所の事故により発生した様々な放射性廃棄物の固化技術として、SPSおよび HIP法を

用いたハイブリッド固化体の合成プロセスについて検討した。SPS を用いることで廃棄体の迅速固化、減容

化、高強度化および揮発性核種の安定固化が見込まれる。また、HIP では金属カプセルに一次固化体とマト

リックス材料を充填して固化するため、さらに優れた核種閉じこめ性能が期待される。本研究では異なるプ

ロセスにより多様なマトリックス材料を用いたハイブリッド固化体を合成し、微構造評価等を行うとともに

放射性核種の閉じ込め性能について検討した。 

一次固化体として、ヨウ素を対象とした AgI および I-CaHAP に加え、模擬

ALPS沈殿系廃棄物（Ca : Mg : Fe : P = 2 : 3 : 1 : 5 mol比に少量の Sr2+, Cs+, Ce4+, 

Eu3＋をドープした Fe 含有リン酸塩）および模擬 AREVA スラッジのリン酸塩

固化体を選択した。図 1に AgIと種々のマトリックス材料（金属、セラミック

ス）を用い、SPSにより合成したハイブリッド固化体の一例を示す。ハイブリ

ッド固化体の化学的耐久性はマトリックス材料に強く依存し、セラミックスお

よび Fe, Cuで良好な安定性を示した。研究結果の詳細については、当日発表す

る。 

謝辞 

本研究は、JAEA英知を結集した原子力科学技術・人材育成事業 JPJA21P21460873 の助成を受けたものです。 

*Ryosuke Maki1, Masahiko Nakase2, Shinta Watanabe2, Satofumi Maruyama3, Hidetoshi Kikunaga4, Tohru Kobayashi5, Tomofumi 

Sakuragi6, Ryo Hamada6, Miki Harigai6 and Hidekazu Asano6 

1OUS, 2Tokyo Tech., 3TCU, 4Tohoku Univ., 5JAEA, 6RWMC 

図 1 ハイブリッド固化
体(AgI 10wt.%) 
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